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ペンギンは南半球に生息する海鳥で 6属 18種が知
られており，そのうち 11種が国内の動物園や水族館
で飼育されている。国際自然保護連合（IUCN）のレッ
ドリストでは国内飼育 11種のうち 4種が絶滅危惧種
に指定されている。日本はペンギンの飼育・繁殖に関
して高い技術を持ち，その飼育数は世界で最も多く，
さらに年々増加している。本研究はこれまで知られて
いなかったペンギンの感染症やその衛生管理，また繁
殖による個体数の維持のための遺伝的管理への応用な
ど，ペンギンの飼育管理の更なる向上に寄与すること
を目的とする。
1． ペンギンに皮膚炎を引き起こした新興真菌症原因
菌 Trichosporon asteroidesについて
Trichosporon属菌種は夏型過敏性肺炎や，皮膚，粘
膜，各種臓器などに感染病巣を形成する新興真菌症原
因菌として知られているが，これまでペンギンでの感
染例は報告されていない。今回我々は，イワトビペン
ギン（Eudyptes chrysocome）の症例を経験したので，
その分離菌株について精査した。症例は若齢個体で両
足脚鱗部に角化亢進を呈する病変が発生した。分離
菌株は形態観察や rRNA遺伝子を用いた同定を行い，
Trichosporon asteroidesと同定された。また，同居飼育
個体でも同様な病巣および同一菌種が分離された。さ
らに動物園や水族館で一般的に使用される各種消毒薬
への抵抗性について調査したところ，本菌株は消毒薬
に対して感受性があり，感染の蔓延は通常の飼育管理
で対応できることが示唆された。
2．ミトコンドリア DNAを用いた遺伝的多様性の解析
絶滅危惧種であるケープペンギン（Spheniscus 
demersus）は国内でも飼育数が多く，近親交配を避け
血縁関係を最小にするための遺伝的管理が必要とされ
ている。そこで動物園・水族館から収集した血液また
は羽軸のサンプルから DNAを抽出し，ミトコンドリ
ア DNAのコントロール領域，チトクローム b領域の
多型を解析し，遺伝的多様性を評価する基礎データの
作成を試みた。多型解析の結果より，国内のケープペ
ンギンは大きく 2つのクラスターに分けられ，多様で
ある可能性が示唆された。よって飼育下において遺伝
的管理が可能であると考えられた。
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